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遺 跡 の 科 学 探 査

兵庫県教育委員会  西 日 和 彦

*探査の目的・活用

11史跡など現状変更が制限をされている遺跡で遺構の状況や広が りを知る。

2.発掘調査区内の遺構が調査区外 (未発掘区や非発掘区域 )に拡がつていると想定される

場合に探査を行い遺跡の全体を推測する。

3.事前に地下の状況を知 り、発掘調査の手法を検討する。また、埋蔵されている遺物の種

類や位置を推測 じ慎重な発掘を行 う。

4.分布・試掘調査と併用し、確認調査の精度を向上する。 (全面調査期間の短縮を図る。 )

*科学探査の種類

1.電気探査 地中へ電気を流 し、土や翼物を電気抵抗の違いから判別する。

4本の電極を使用し、内 2本に電気を流 し、他の 2本で電位を測定する。

方法   2極 法 (Twin E lectrode)・ ウエンナー法 (Wenner)・ ダイポール・ダイ

ポール法 (D ipole D ipole)。 シュランベルジャー法 (S chiumberger)

使用機器 RM4 ・ DL10

RM15(イ ギリス G eoscan社製 )

活用遺構 竪穴住居跡・溝・濠・石 (石室 )・ 土績・空洞 (横穴 )・ 貝塚

比較的規模の大きな遺構

2.電磁誘導 l・T査 (EM)磁 界を発生させてそれを地中へ及ぼし、土や興物が示す電気伝

導度の違いから、遺構・異物の存在を推定する。

使用機器 カナダG eonics社製 EM38

活用還構 金属製品の有無を探る (古墳の副葬品 。経塚 )

3.磁気探査 土中に含まれる磁性体の多寡から土質を判別する。または、熱残留磁気を帯

びた遺構が示す磁気異常を探査する。

方法   全磁力測定 (2台連動法 )。 磁気傾斜測定

使用機器 プロトン磁力計 (カ ナダG E M Syestem社 製 GEM-8)全 磁力測定

フラックスゲート磁力計 (イ ギリスG eoscan社 製 FM18)磁 気傾斜測定

活用遺構 窯跡・炉跡等の被熱遺構・浅い位置の住居跡や溝
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4.地中レーダー探査 電波を地中へ送り込み、それの反射強度や形態から、地層を見分け

たり要物の存在を推定する。

方法   連続的に地中に電波を出し、反射電波を受信する。戻つてきた順に信号の強

弱として置き直し、自黒の濃淡や色を使い画面表示すると、あたかも土層断

面のような画像がえられる。コンピューター処理により、地中の二次元や二

次元映像を作成する。

使用機器 光電社製 KSD-2AM型 (170M H Z)

応用地質社製 OYO Goo― Radar Ⅱ (350・ 500M H Z)

活用遺構 溝・濠・石・空洞・金属等で構成されるほぼすべての遺跡 (た だし、水分の

多い遺跡は不向き )

5。 定常波探査 振動波が伝わる速度の違いから、上の硬軟を判別する。

振動波は固い層では速く伝わ り、軟らかい層では遅い、周波数の高い波は

浅い層を伝播するが、低い波は深くまで達することを利用 ,

活用遺構 溝・濠・空洞

6.音波探査 音波が伝わる速度の違いから、土層の変化を推定する。

活用遺構 湿潤な土質中の遺跡

7.写真判読

ソイル・マーク 土の乾湿の度合により、自黒の濃淡となつて撮影される

(SoH M ark)

クロップ・マーク 地下の状況が地上の植物の生育に影響 し、遺跡の判断資

(C rop M ark)料 となる。

シャドウ。マーク 周囲より僅かに高い箇所に斜めに光線が当たることにより、

(S hadow Mark)影が遺跡を浮き上がらせる。

参考文献   『埋蔵文化財ニュース』71 奈良国立文化財研究所  1991
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